


























































は顧客の品質基準に合わせることが必要なの 、ＣＨＵＩ販売部長は自社は繊維メーカーであるにも拘わらず、トヨタ、ホンダといった自動車メーカーの例をあげて、これら品質にうるさい顧客企業の品質基準に合わせることに経営の重点をおいていることを強調していた。事実、当社ではこれら品質にうるさい顧客企業からの注文を受けると、工場長は各生産部門のトップ、品質管理部門の関係者を集めて打ち合 せを行い、納期、品質等を総合的に考慮し、最適な生産体制を構築して生産にはいるとのことであった。ちなみに当社には十六の生産ラインがあるが一つ 生産ラインには五十五名 縫製作業員が配置 れ、さらに、二つの生産ラインごとにスーパーバイザーを配置し、生産ライン全体の動き 管理させて る。
中国の人件費は四五〇ドル、カンボジアの人件費は一四〇～一五〇ドルと三分の一の安さであるが、生産効率も中国の方がカンボジアよりも高く、ビジネス展開の場として利益を上げやすいので中国の方が有利である。しかし、カンボジアのメリットとして、まずあげたいのは、人件費が中国はじめ他のアジア諸国と比較して安いことである。当社では生産ラインは日本の設備を導入するのではなく、従業員の手作業を中心におこなっている。カンボジア 従業員は毎日一〇時間以上の作業に従事 ているし、視力もよく真面目に働 。ただし、中国国内の工場では ューキやブラザーの機械を使用しているが、ここカンボジア工場では、従業員の手作業の技術力、熟練度をベースに給与を決定し おり、手作業
が中心となるので、学問的な知識は必要ないし、大卒の技術者も必要とせず、そういった意味ではカンボジア このような労働力の豊富さは大きなメリットである。





修にはかなり力を入れているが、生産ラインでの厳しい品質管理、研修の実施は従業員転職率にも影響を与え る。当社の一か月の転職率は七％にも達しており、こ 転職率の高さの背景には、従業員用の宿泊所を準備していないことがあげられる。正確にいうとＣＨＵＩ販売部長のような外国人スタッフ用の宿舎は準備しているが、現地泊所はまだ準備して ないと ことである。カンボジアの従業員は会社の寮がない場合は、五
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六人でアパートを借りるそうで、その経





















れている。この中国 が開発している工業団地には入居企業のための各種事務所、自家発電装置、居住区、文化、娯楽施設、レストラン従業員の訓練施設等が準備されており、同時に商業部、税関、検験検疫局 労工部等の手続きに関するサービス、従業員の採用、人材育成訓練に関するサービス等企業経営に必要な支援を行っているとのことであった。今後カンボジアへの進出を検討している日本 にとり、一つの効果的な進出方式として検討すべきあろう。
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